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Thelethaleffectlofpowderofslenderspl'ndle

界 17放

shapedcalciumcarbonate(S)_having-saTr.e

wJ'dthandheightto′adults､ofthea2:ul(ibean

･V?evil(Ca!losobnLCFl.LS;hineL"sisL･)isg.reater

thanthatofthepo､や rof.obiqllehexahedral.
crystah'neshapedcalとiヮmearhonate(U)･The

knockdown-effecttIf♪,P'-DDT powder･pre-

paredwiththeformer,calcium carbonateto

よdl】ltsof,thehouseay(MfL-SCEZdomcst'･caL･)

isgreaterthanthaLtoftheユattercalcium

eaH)onate.Itiscol)sidered thatthecuticle

impermcat,ility･toWateris-destroyed-Ihythe

abrasiveactionofcrystallineJoi･cesofdust

andtheseabrasIJon Consequentlyhallow the
pcnctratjonoEpoisonintothebodysystem.

Finecarrierfortheinsceticidalpowderml]St

bc､selcctcdat:theI,iolokiealpoint｡f､･iew

andforsearchingthcscctlrriersitisvcrỳ

dcSirous■tocstal)lishtheomci.llcontrolcarrト

er●

/ I

OntheCorrelation玉etweentheⅡortalityandtheWlleatOerminat)tonbyBEC
lhs七･GenJ･ih･on̂Ŷ亘I.･̀Kl･ng Jochugiku､KogyoCo･,Ltd･AFrricultl.ralChemicals
ExperiTPentStation)Received Fcl,.･28.1952.Boty･L-Kaga八一L17,19/19･-)2̀ (,vith
Englishresume.27)

′5. BHC粉剤の殺虫効力と小春の発芽伸長率 との相硯にらいて 小林源次 く争./グ除申菊

工米株式今社恩典釈放賂)27･2･28受理 r
＼

現在 I3HF の殺虫力については,.もっぱらそのγ一

異性体の含有故によって有効恐姥を指読している｡そ

れでこの有効成分が貯紋巾に減退するか2Tむかについて,

雄者はIrf蹴せる rmC 粉剤をmい七校虫効力の比校
突放を試みた｡その設虫-JJは貯械畑刑 による場合よ()

ち.艶話個体による差異があま~りL/も大き-かつたとこ

ろから,各班の実験を繰返して行った結果,本剤が小

変の発芽l申長に対して非常に敏感であって,その膨yTJ学

は殺虫卑ltのrluに掛 ､相関がある与と々 知った｡さら

に各班の-R晶及純々の nlic 原米より調婁した同一

γ波乾の粉剤についても繰祝し希柘の弔虫に対し七実

陵を試みたところが,いずれも相関の有,q:伽 耶いと

とを認め,その他の田附こういても附 け べき輔弼が
覗がわれた｡

粉剤としての冊凪 ●m作のfgI.那,:E.lJn･.況合法など
による物理的牡状についても,なお放対を加える必変

那.5'7.けれども,今日までの超過と成机の概況を記し

て,JR耶 K･-i:の御批判と御孜,-T:を仰ぐ次節7:t'ある｡

本突放を行うに際して希批判n7]の試料を碇供下さつ

た,和歌山県泣叫拭敵城技師片山昭吾氏,BIICの γ

紐旺測Ath及び希柑拭料のI,3;'B剤に協力された当批研究三 _
各氏.及び生物実随に助力せられた当場研究員の各位

に探誹の恋を袈する｡-. I
第 1実験 'IiHC粉剤 (γ:0.5%)の混入ia･と小安

の発芽伸長開拓

nlTCのいづれの只性休が,どの‡l'i蛇の狐 竹 三川を ′

彰まわ+ものであるか評らかでないが,大作 γ及び く

異性体であることは.ほ じ知られたことである｡それ

で-股に佐川されている mIC 粉剤 (y:0.5,%')那,

小変の発酬 い長にいふなる程兜の作川を完すものであ

さかに'iDいて,予陥的に実漁を試みた｡~,

突放方法 ノー

供試細物 小安 ●(農林56号)

仇拭粉剤 キソグ JBHC.0.5%粉剤 (13HC原末 Y;

12.0%)昭和2咋 8月24日製法 ..

宍施糊口 .昭和25年10月5日播瞳.同年10JllO日嗣

禿

剤87,･班 Lri在15占m のシャーレを仙 ･.-水洗パ･Z ＼

19



J

防 虫 科 学 界 17統
ノ

Table1.Wheatgerminationperformedinsandct71ture,mixedwithvariouscontent

ofBHCdust(γ:0.5%)

/

燥せる川砂 (1･2m.m 日経全通のもの)340gに希軍
の割合に粉剤を況大して水 GOg を加え.小変睦子を

50位づ ,ゝ校子が埋まる桂皮に溝を下向きにして描き,

.発劉 帳 せし吟た. (以TTl-,J､安の発射 申長の各実随は,

- この方法に準じて行ったo)

誹拙方法 払子が発芽して白色の手業がLuてから.

次に,i'k色の木非が山初めたgiを限姥とし これを引抜

~いて水洗いを行い,柾子より上部を劫新 中長 井長),
下部を助脱の伸長 (択長)として位長のものを測定し

たo (屯との発生は初め3本伸長して次に5本となるの

が廿皿に見られる伸び方のようである｡これらの各々

の桝長捻和と比良取との問には,r〒+0･u9の.相関が
･あったので便宜上位長駁のみを測定比較することにし

た,以下令突放の調丑方法もこれにしたがった.)

･Fig.1.Wheat:gcrm-

inati9nperformedI

-.一lI-nSandculture,
n】i立edwithvarious
contentof BHC

∴duLst●(y･'o･5%)
1:1.000ppm
-2:200 ク ′

_I 3:lOO ク ＼.

4:20 ク.
5:lU ク
S:一一

20 ●

､.(0mitt.edthestandarddeviation)

実験結果

突放巾の関係温既11.･0亡-22･駅C,平均 1713oC
･考-, ､艶 一

秒桝法による実験では._100-200ppmすなわちy

膿皮で O･5-1..0-ppm において.明らかに伸長作川

に影習するもq)であることが認められる｡~(Fig･･')参

/限)しかしこの竣腔のものは普通の有機物の多い土城

中に況大した場合は,新しく仲川が少くなるものであ

る声,ら.前記氾大鼓をもって,ただちに一般の士ll'l諮

私立の関係と結びつけて取扱うことはできない｡

第2臭験 ImC粉剤の貯銑欄間による殺虫-))とJJll
･ 宏の発射中長閑旅 -

-yr:0･5及び 1･0孝を表示せる riHC粉剤に?いて･

脚凝切開による殺虫力と,小麦の発剃 II長状況との臥

係について次申実陵を行ったO ､
宍 放方 法

供託剤 ;_γ0.5及び1.0% として等豊出されたliIIC
一粉剤を-1･I-j紙袋人のまま戸棚に貯臓せるものを川

い/J=｡各供託剤の澱近時における実測拙姥が不RJjであ

革剤の朝出JJ日と貯蹴期岬ま次の如くである｡

- TablC2.StoTagePeriodofB‖Cdust･

uDLaatcetuOrfe?an十 ｡es,tiO.rd･1ge

1
2
3
4
5
nU
7

10
.20.Ss-i
払
拭
22-

.他
社

叫
龍

山

8
nJ

一.'
一.1

19i昌卜 鮎J 8GaL,yS
65リー670194

殺虫粥 扱

伏試虫 サル-1Ls,成血 Pll'acdona,assicceBoLy

実施糊日及び回数 昭和2的三2月8,12,19日の3回Ibai

行した｡

L宍地方時 野外にて楳雄したサル-ムシ成虫の均'S:'

なるものを1固20匹ti.つ用い, 60cm3tの金納茄恥 入

一.11
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れて..2光-JJ'Jtの抑勺小火にh'JL,下部よt)1･T,7(.Lr/
cm!の圧.)JLC0..r:jgの粉別をFl'i川せしめ.t'30秒ほに収
川して霞lr'cmのンl･-レに移し,金網Eiをして2叫声.
1川控の壬1諺Eを朋祝した｡
rJWf-JJ'淡 供訳出の口渇FiはTIj.抑により.出 1.放滑
れ1諏湖山及び夕日ミの4附奴に区別し,令耶級の加数に
対して,0,50,75,100% の加TrT.計37:を行って致死率を

井忠礼 た｡さらに無地由区の生-/(･Bi年生(X)に対して

蜘 区の生存虫率(Y)を求めて.Al,botの式羊夏草
×10O-によって補正し殺虫率とした｡ (以下希実験の,

殺虫科ま,いづれも本法によって計算した も?であ

る｡

小安の発芽試瞭

宍除法 那1突放に'2位じて nlIC 粉剤の況大地よ

250ppm として行った{

実施瑚F]･昭和26年2月8月柿印,2月1'J日嗣禿
調査法 節1買取に畔じた｡

突放結 果

実療期間中の関係氾舵 2.0⊥20.5oC平均 12.2oC｡

′

＼~■●
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は卿 拝ずるが,即桟によるnHG粉剤の効ソJは.そん
なにか曳氾するものでないちとが考窮できる｡

す如き相関がみられ,.その相調係数を求めるとTabI9
4の如くになる｡.

Tal)lc4.Correlation.eoemcienthctwecrl

-.-motalityandYhcntgerminntl'on

A ButlengthJS:Mortality r芦 -0･71士0･126

BIRoot-ーlength/S主 ク･ r- -0.96土0.020

'c TITot-allenkt.h/S:/ /V. I-r-I-0･96土0･020/

･すなわち希試扱区の際幣区に対する発射 申長牢にお

いて.殺虫率と芽:長伸長牢との耶】には和,5･な相関は認 l

められないが,駅長及び全長の柁育伸長率とのr糊こは.

ともに'JJ'意な相調がみられ,T検定によ?てこれらの
初,a･性をみるときは.-LiJ井におt:では T-2･2[･;'･<2･
571(O･05)となL)祁忍とみとめられないが,後薪の

場合ではTE=7.66.I)>4.O:r.)(0.01)で.別らかに祁JUQ
性が認められる｡

これらのこと七っいては,孤3;疋吸以下の芥約月王に

Tahlc3.MortalityofP.1)rassicaeandwheatgerminationbyruICduststoredvariatZs

period.･

Morta一ity
av.length

cm
3.04土0.380
2.74土0.553
4.512土0.5Gr}
3●06士0.470
4.28士0.f)88-
3.16土0.47i-)
2.66j;0.[)6!).
5.04土0.407

length/S av.length

Cm
1.97士0.240
1.64土0.225
6.05土0.689
1.37土0.221
2.45土0.447
1.34土U.1(;3
i.20土0.219
7.76土0.672

av/length.-length/S

_cm.lLOl士0.42tJ %-3!一.0

･410464:.3｣123ti土0665一 _342 こ

57土1O21 L826
43土0■ZTJly-) 34G.
7こl土O8(I:1 T)-..)6
.J30土0.E:jlG ~35lt
86土0624 ･301

考､ 貯

木実勤ま同一昏鮎tlnの貯紋でないJ='めに,比校判定lキー

多少の疑問があるけれども,貯較期抑=-よる殺虫力の

荘只はあ軍E)大きくなく,むしろ製材個体による泣Ei･

が大であると考えられる｡これらゐ点につい七の検討

よっても..さらに立証されることであるO

第3実験 同一 TmC帆Jiから別当it.した粉剤の
比 校

イネタ｡カメムS,防除川として,γ氾蛇をbTBにした
粉剤を紺Tlしたものにづいて.イネクt,カ_).Z･5'及び

n'g.2.CorrelationbetweenmorFalitvofP.brassicaeandwheat
gcrrnl'r).ltjonhyTmC(lllSt:storedvariouspcriod -

･llt.I 78 --~C-

'5'J〇一 + +一 ●盟-●1

TA ^

I:tJ 8U loo

nudlength/S 】ミootlc叩th/S Totallc叩.t7i/S.
r=-0.71土0.126 Ir--0.96j=0.020 - r--0.96より.Ul70

/

サル-ムシに対する殺

虫-JJと,小安の招IJ･:[申

長羊の関係を実験し7=o

_実験方法¶-
供試剤 13HC原宋

(y:ll.0%,ポー-jp.

グラフ法による)を用Ll=
≠ い,次の組成の粉刑を
調旦蓬したものを位IIJし

た｡ (昭和251f'･7月4-

21
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E]刺出)

Table5.Constitutionofv.lriousBIIC
dustsmadeoEthesameZlHC

Fig.3.Correlationbetweenmortalityof･
S.lurida.andWheatgerminationbyllIIC
dllStSnladcofthesameDliC.

A
)
!l
t:
7J
Om
t

Tatallength/S yl1somercone.
r二三-0.99土0.005 r- +0.75土0.120

Table6･MortalityandwheatgerminationhyBHCdustsmadeofthesameBliC.

● ∴ ∴ ∴ ‥ ∴ ∴ ･

牧 山試 除.
仇 拭 虫 A.イネクpカー}ムS,越冬成虫

Scotinob7JaTaLufidaBuTmel'steT

:13.サル -ムシ越冬成虫
pl'aedonbrassicbeB aley

y:血糊E3及び回数

.̂昭和25'LF7月15,17日の2回

Il'昭和26年2月13.27日の2回

突放法及び調査 約2実験に準じて行い.調査はA ノ

に対しては 1,2,等,4,6,24時間後の各時殺虫率の平均

とし,Ⅰ=こ対して畔24時間後の平均殺虫率を求めた｡
､小変の発射小長試除

実働期日 昭和26年2月15日播種,2月26日調査 ■

粥独仏及び調査 妨2実陵に準じて行った.

iZ;独鈷･R (Tat)1e6.参侶)

小詔の発芽突放lfTの況姥 2.5-31.OoC,平均 14.
3｡C t

･イネタロカメムシ殺虫試扱中の温床 23.5-32･50

C,平均 26.loC /

サル-ムy 同上 J2.5-12.OoC,_平均 7.1oC

考 察 _

･凍買掛こおける殺虫率とl小淀の発'J-:L帳 率坤 和
国韓数を求めるとTablc7に示す如くなL),イネタ

ロカ}ム5'では小変の発芽全長率との托Hにお＼､て,

(Fig.3A)サル-ムシにては取長比率とにおいで,

/i-､ずれもr-0.99といふ高い相関を示した｡

･Table7･ Correlationeoe氏cieりtbetween
zT.OrtalityandwheatgerminationlJyB)lC
ddstsm;IdeofthesameBliC.

Mortalityof
S:11汀jda-

Mortality′もf
P.brassicaモ

Budlength/S

Ro.ot,length/S

i.Otallehgth/S

､rO.97土0.U17

-O.95土0.027

-0.9リ土0.OO5

二0.(JO土0.Ot-)2

_0.99土O.005

_0.U7士0.017

Table18･Correlationcoe凪:主entbetweentheγ-isomerl

concentrationandBHCcolコtCnt
Jl

一･･一一一一一一一一一一一■-____________.I- ___｣｣______________________._____________________
い"TC- I."tI

l.

【

______･L '___

22

次に I3HC の混合率卑びγ池兜と与れ
らの相関坪数を求め8.とTahle8●13-,-I;す

-如く,いづjLも前者のような-和恵なる相関
は7+らlLない｡(Fig.3Ii)

-すなわち T 政道5%のLJJ一恋水準では.
-m者はいずれも和雷であるけれども,縁故

の場合のものは.小変の芽長伸長挙のみに

おいて和恵であって,殺虫率その他 flJ･忠
性が不充分である.因みに本実蜘こよる印
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関除数の別科も6,.0/1JL忍水叩三に.て0･811,1%では 0･
ひ17であるb

この突放でγ紙兜と m.IC況分禅との泣bTi.が判然
としなかったごと,は,さきに那 究掛こよって別のllJ
腔からみた相田においても否定できないようである｡

許4束験 年金批判 Ⅰ】IIC粉刑(㍗:1.0%)の比校

γ:1.0,03を試売した11校の各批判IiliC粉剤につい

て,前記の各買掛こ準じて, カブラヤガ, .トゲアリ,_

盲モチョッキリブサム5,,ナS,ミドリ身ホアブラムSl

及びウメクビレ､ァプラムシに対する殺虫力と,小安の

発芽伸長関係について実験を行った｡

供 託 剤 一

木宍掛こ供目した M C粉剤 (y:1.0%) 』尖元 一

組成は概ね次の如.(である｡

節 17改

芥区20匹を用い,昭和26年4月18,,19日の2回,在

10cm,5.7さ 15■cmのガラス円筒を月八一,U.1gの粉
刑を打点紙上に拡げ,その上に鋲試虫を這わしめ,1乃

_514時mはでの帥 寺致死状況を調査して,加重平均殺

虫部を求めたi

モモ1-'ヲツキリゾウムシRtLyllChiLesherosRoeto/S.

各区10四の威力は 川い,昭和2郎tミ41319m,前甥 ト

ゲTMこ準じて突放を行い, 90,210及び270分後に

おける各時の平均殺虫率を求めた｡

ナ5/ミドリオホアブラムS, N;LやOLachnlJSL･iYI
Mats.

枇杷英寄生のものを用い,.昭和26年4月2782立方

尺の柁内に朽し 茄2突放す′Lハムシに準じて,LO･5g
のYJl剤をPli-uiせしめ,30秒後S,ヤーレに入れて24時間

Table9.ConstitutionoLBIICdusts(γ:1･0%)manufacturedbyvarious･eompanies.

NoJ BfⅠC Clay Talc..Di允to.Bento十Pyroph.Acid′.Dateof ㍗-isomerconc.
eont! 叫te. nile..ylIite. clay 二7nanufacturc hyJ)01arograph_.

1 ･ 女75 J%650 %195 ~孝一 1 窄 ･:形 お Ⅰ1Ⅰ1り51 ･%0●7

2 7681_810O ､ ■●65.6 ▲■● 27二4 - 一 ■̀一I lo.61 1二3

3 7 46.8 18.5 28.0 - ■■■■●ヽ ⅠⅠⅠ111,51 1.0̀
4 97. 71.8 _19.23. ･∫Ⅰ1112,51. 1.3 ,

~6 33 91.67 .ⅠⅠⅠ.1,51 1.1_
7 U` 60.0 30.01- - - ⅠⅠⅠ 6,51 ･ユ.3

8■912ー5-T: 20.0. 7.50 900p60.0 F=04. ･ⅠV~10,50)r: 1.1
10 LI10570 110.0 80._0.I 2.0 O.3 1Ⅰrll,I)1.Ill.2(;,r)1 1..1･1.3

殺虫喜キ放

供試虫及-tl'実験法

カブラヤガ EzLXOaSegeEis.SC/P'F.

4齢幼虫を市区101些用い,昭和26'･F･4月ユ6,17日0.

2回,径 15cm のS/ヤーレに O.1g の粉剤を拡紙上

iこ拡げ,その上に飯試虫を1時間近わしてから別矧こ･

短して24,48及び72時間後の各時の死虫状況を調査

｢.して,･加重平均殺虫率を求めた｡
1.ゲア1) PolyrhachlslamelZidensSmL'Lh

′後わ死虫率を調査したム

ウメクビレアプラムシ R/LOPL7tOSf't･tLILllLdonarl'1Lm

Mats.

ニワギクラ詩311.のものをmい,前Tji同様の突放を行

ったJノ昭和26年4月30日｡
殺 虫成拭 L /

以上5位矧 こついて実放した殺虫枯地主Table10､.･

に示す如くである｡本式･には綜介的な相関をみろため
に位mlLlrt均設il伸 を示した｡

Table10.Mort-alityofliHCdusts(y:1･0%)manufacturedbyvarlouSCOmPanies.

＼
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r●

lTahlell･lyh;atgermination1,yBHCdusts(γ･'1･0%)manufacturedbyvariouscompanies･

も
ー.

小変の発射申長試放

小記の発芽実像についてlち周 記各買掛こ準じ.細

砂丘に対し250i,pm の丑を泣入して,約1回昭和26I

･'AI三川 5日描旺4月12日調査,妨2回同年4.月16日稀.I
弧 4月23耶月丑の2回IhJd行し串oその結光を平均し-

て示すとTabl{11■の如くである.

考 ly.Li

y;.1･0%として製造された各13HC粉剤は粒 々の条

'作があって;これを-糾 二晩討することは許されない

が.壬矧UJによって著しく益虫があることは見逃すこと

かできない｡そこれでまづ前例にならって,殺虫率と小

出の発井伸長邸との相図係数を求めるとTable12に

元HllIlくである.

F:ig･4･correlationbetiveenーmortalityand
WhcatgerminationbyIjHCdustsmanu-

facturedbyvariouscompanies.

〆
E

R訂SLi
b)
.

TTt:740-V
- ･･･.●･

_t･J aAJ 如 70 ■○ ～■ LO I.} L̂ J

Toiallength/S L ㍗-Isomcrcone.

r̀三10･93土0･027 ′ r-I+0･04土0.203

.Table12.CorrelationcoeLfieientbetlVeen

mortalityandlYhcatgermination;

Meanmortality:.I3udlength/S′I-0･75士0･086
ク :Rootlen'ith/S -0.95土0.019

__ :/ I :I.Totallength/S,-10.93土O.-0-27

Lすなわち芽長伸長率よりも.駁長文は全長比率と殺

･虫撃との問の相田が高いことは,未完掛こても明らか

了 一に表された(Fig.4A)｡JT倹憩 こよると殺虫率と芽

良伸長率では,T1-31513>3.250(0.01)であL7,'枇

~lI- 長率では,T-9.129>3.250(0.01),全長撃では,

.24

T=7.592>3･250(O･01)-で多少の益はあるが.いず
れも1%の有意水準で有意であった｡

:次に殺虫率と BH･C の混合率及びポーラ｡ダブ_プ

による実測i.恐姥との相調係数をみるとTablc13の
如くなるO-

Table13.Correlationcoe丘icientbetween

lレムeatgcrminatii)nandB‖Cconcentration .

BHCーcontent γ~lSOmerCOn~centratlon

ATortality
B udlength/S
lくooti.en声tム/s
Totallength/S

'+0.75土0.082
- O.82土O.O67

-0.73土O.095

-0.71土0.101

+'0.049士0.2O3

⊥0.060土0●203【･

_0.044土O.LJUこき

-0.052土0.203

各伏試別の節米γ鎖皮が判.RLないので,羊の瓜 こ

-諾論及することはできないが大体は混合率とγ地主劉こよ
って察知Liiきられることである｡

実測したγ迫姥と殺虫執 及び小変の発射Il収率と
･の開脚こおいては和男が低く,殆んど認められないよ

うである (Fig41i)｡この点は非常に3E要なttlj血であ

らで,各班の角か ､ら換討すべき軍功である｡Ⅰ;ⅠIC

■の原末混合率と殺虫率及び′ト変の発井伸長率は,殺虫

率と小変の発馴 噴率との相関よ()もや 任ゝいけれt:

ル 5%有意水準の検定ゐ阪獅 '10･6O2.であE),1%
宥恕水準でも0.735であるところからみれば,いず

れも相当有志であることが認めらJIる｡

- 第5実験 校々なるBHC放末より苛掴整せる粉剤
(γ:1･0%)の比較 一

J 鼠近各位用途の立場よt),無臭,脚 lj戟性TiI抹 9-At

究が進みつ｣あるOこの.lA.令,l,7卜 .γ波圧亡あれば
一各位掠末よ1)調整した粉剤が同等効力を有するか2Tu-.か
l与ついて畝討するため,本実故ではfL;(米の追5''1.に'ilL.:.(
考おき担別は何れも各区同一のも~のを訓電し.投出及

I/

' iZI
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Table14.ConstitutionofIIIICdusts(㍗:1.0%)_

madcoEvariousTilIC.

No.B‖C Talc Clay Dlato- γ~lSOmerCOrlC.-
cont. m.lte rnoriginalBEIC

･1 形 ′′ lei 形 % ∴
2 2.2 -〟 . .ク ー -17.8 38.8

4̀ 8.4 //予 ♂ ll.6 ユ1.9

び小安の発芽伸長試級を平行して行った｡

'供 粥 刑 ･一 ･､

.γ':!･0%になる様,JTal,1e14の組成のものを調焦
した｡実測γ故粗はいうれも宍放誤差範囲内で1.0% I

であった｡

殺虫拭 放

供託虫と突放法 -

モシS/T7チョウ ､Pierl'sr(ゆoeL.I

4-聯 幼虫をmい,昭和26年4月ユ4日,~5月21円,6

月il,12E]の4臥 各回10控づつS'ヤ∵レに入れ無益
のま 2ゝ立方尺の輔の小火にmL.下方より0.5g粉 .

剤を1.5Ⅰくg/cm空の圧力にて切出l.1分検収出し

金網丑をして4,24.48時間後の各時平均加邪殺虫率を

罪.出した. 1
ウメクビ'レアプラムS/ RhoL)alosL'97bmdo〝aTium●l
Mats. 4

･栂枝に祷生み も?を肘い,約4突放ナyミドtJオホ
アブラムS,に準じて,24時間後の致柁相見を調査した｡

昭和26年5月1･5日施行｡

チャイ11コガネ AdorlLtZLSumbroszLSF.tlar.

LCmLlmaculatzLSWaEe′ J

Table15.Mortalityof73HCdl】StS

野外搾圧制 ;の成山各区10四を加 .,昭和26
年5Jll相 ,妨4喪汲 1/柑 L)l三.2円じて,5及

び.24相川箆の平均致死状況を加露殺虫撃としたo
カツオブシムS/DcymcsEescadaverinusFab._

爪把にてGTltffせるものを各区lO世相Fllい,節

郡に叩じて行った｡昭和26年5月18日

タマナコフキアブラムS, BrevJ'fOYylZebra-

ssl'caeL.

甘藍寄生のものを探如して,前記ウメクtft,T

アブラム5,に準じて行った｡昭和26年16月21円施行｡●

カブラ-バチ ALhaZl'acoZl'brl,).at･anenst'sRohweT

自英独 の 4--5駄幼虫について,前記そ.//i,Pチ∃

ウ幼虫に準じ,2,4,24時間後の各時平均加重殺虫琴を

求めた｡昭和26年-5月24日施行｡

ウリノ- 1.Rho♪hidopalpafemoratl･sMat亨こ

野外に_{探残せる成虫について,茄3突放サ,い､ム
i,に準じて,1,2,5,24時間筏の各時平均殺虫率を求め

た｡昭和26年6月5日施行｡ I

ツマグロココ','ェ NeJ･hoLettlxblL･anctaltLSChl'nJ

dl'ceL,sUhter..

誘蛾灯にて探兆せる成山301些宛をl机 ､,前矧 こ準じ

て25時間鎮め致死状況を耶韮した_｡･欄和2岬 .6月1柑

確淳｡

殺 虫 成机 ,

希TI虫に対する殺虫率をゴミ記するとTable15の如
くであ7U｡本炎にても取扱いの如 上稔平均投出牢を

元して牡校した｡

各弱虫によって殺山科 こ多少の益があり,･叉拭判関

にも相当のお粥･があるけれども;訂.7γBHC節米より
-の'-TLA!剤になるにしたがって桝次効-)Jd托純することが

Ⅰ_ llpp nI lV :_V. ∴ⅤⅠ ‥ ･､-.VlⅠ■̀- ⅤⅠⅠ1-■ Mean~l-

30.~6 -73.1̀. -57.5 '57.5 .二 72.1 ′ 63.8 p'58.0 21.:i 51.6

/3日.0~.こ.:.83.2. 67.5 ･.67.5 77.1 4一一.1.･617.6 ,IT)0.O .r:,S.'->

Tal'Icユ6･巾hcムー主ermi_m'tionhy血 cdustsLy:1･0%)madeofvariousI"lC･

No. av.-length length/S

1 cm..T:).Ol)土0.1:23. F.InJR.0′
2 :1.72土0.271 4リ.(;
3 2.4rJ土0.28T) 317.7
4 2.57土O.226. 34.3
.r:, 2.:H土0.2174 31.1

av. length

Cm

1.lJ3土0.3111
1.63土O.2111
1.Ob'土0.127
1.21士0..1!)I
･1.loょo.17;i
ll.48土1.157

length-/S

16.8
14.2
1リ.12
1仇5
'll.7
100.U

av. lengtIl､

ch
7.02土0.650
5.35土0.288･
3.50土0.507
3.78士0.310
3.44土り..'33(;
18.97士1.483

length/S
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小変の発芽伸長実協 '

本突放も前記の各宍敵に準じて,昭和261Lf;5月14日

括弧 5月手相 に調査し声.成組 まTal,le16に示す
如 くである｡

東独中の関係氾姥 12.5-25.5oC 平均2O.4oC

小変の一発ヲ糾 い長翠においても多少の差はあさが;高

.Yのものに作用が少く1位γ毒ものは離 郷 著しい傾
向があった.I t

yL,･ 察

'lJ'd記各実陵にならって,役虫率に対する小変の発芽

伸長*,そのI他の相田係数を求めると Table17の

如くなる｡

七支配された●ものとみられるもpで,大いに牲E)すべ

き周遊である｡ ＼ ′

BHCの混合率は, 必然的に原末 y披姥に支配き

れて,向一国除であをべきもの);,虫なった傾向を示

漂 話 芸ら諾 慧 認 諾 ,,aiT tbi･票L_一二一一
があれるのである｡

要 . . ･約 .

1･tBfIC.粉剤は小麦の発射 帳 に対して非常に蚊

感で;芽及び艇の発育伸長を附!.i,tTiする.こと'に机の伸

長に著しく作用し,粉制 (γ~:0.5′%)を細砂小100

ppm混入しても作用を皇する占･

･･2･ 殺虫率と小安の発芽伸長率,すなわち井良,駁

■
長及び全長率と.の間の相関Ll'数を求めると,非長率で
は)′-0.7ユ⊥O'.97,′択長率では･γ--0.u3-0.叫 全長
率では γ-=0･tJ3-U･lJリ となり,また全長牢の伽益は

少いから発芽全長率によt)殺虫力の比較政道に役Jir.つ

.ものと考えられる｡

3.Bl}C 粉剤の殺虫力は,γ況比によって文拙さ

どliiコ
1･1g･5･Correlation:ーbehyccnImortality
andwheatgerminationbyl主HC dusts
madeofJt･ariousB‖C..＼■

h
】Ttt:

)JOIV

'rT=otao!915e:g.t.hi去S∴ 7-.IrsiOgTneailCBO,nlCiiヮ

r= -0.94土0.035

以上の如くIHIC 脚 三の γき怨蛇を炎にせる,(y:
ll.6-68.0% のものをTllt料として嗣盤した)1.0%粉

~剤について比較芙蛤した結57ミで早ま,前記各宍故の結別･

について述べた如く,小変や発射 中長率と殺虫率とは

典例なく有志な,8相関を示し い̀づれの場合も負の柑

'閑として捉立的なものであ声｡(Fig･5A)さらにこ

れらの和国はBHC脚 ミの γ標定とも革叫 潤 があ
って,苗 γのものはど童貞触 りの少いことも判然と
した｡なお殺虫率と1/F;(米 γ嘩皮との問にも,T-4･7

-74>3･182(0･05)七 て有意性が認められた｡ (F享g･/

51i)こjtは妨3実験の γ.甥姥による相関にか ･て,-

x れることは勿論であるが,γ也蛇 0.7-1.5%杜比の1

も′のでほ･-佐川恐皮の益虫.よL)ふ miCh'抹中の †
~鴫皮による差兇 すなわち原米況人造の和光が大きく,
､臥 γあものは低 γのものに比較して効力が漸減する

俄向があるJ. : ～
_参 考 ･-文 献 ノ

(]) 大沢,長沢 :防虫科学,7,8,0号,(1947)I.

(2)I河腎;防虫科学,7,8,9号,(1947)

(3) 釈田,山本,琴年 :防虫科学,_11号∴(191'J)､

(4)､著者:堤弟と病虫,4(1,2),(rJ50)

I(声) 長風 前楓 鈴木;戊学突放法;'195_1年4月発 .,
行

(6),上述,山本､:応用且丸 ●6(2)･(lIJ50)
(7) 著者:応用且虫,7(2),(rJ51)

I(8) 伊鼠 一町恥 思田:段氷塊悲折報軌 節･2iJ

また約 4実短剣こよる実測 γ鎖姥との相関において, / (1950)●

和Iuibでなかったことが一BHF旅米の γ池姥によっ ('J) 山本:防蚊時執 節18号,(lU50)

26 1 ＼

/-
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Rdsllmd

]･Sl叩J}rCSSIoriofWhcLlrtgCrminll'tionI)y7日TC

tTusthysTLndctzlturcw.1.<tcstC(7,an(Ithis
cLrccl,cspccJhllythe(lcl,CIopmcntofroot.
lVaSOhscr､･ed･lt100ppm9rTmC(一ust(γ:0･

[',oof,mndcofcrudeliIIC)tosユTldI,oluhlC.

2.Correlationcoetncientsb.etlVeen miJrtality

andlVhcatgerminationwerecaleulatcd.

3.T占csec｡eERcients'-between m｡,tality.ar.d

ratiooftotallcllght(budroot)Iagain主t_the

control､vercverysl'gniGcant(r=O･93-0･09)･IT
4.ln'_iecticidalactivitiesofBHCdustswere

nLrcct!｡not'onlytothecontentof)Lisふ er

inthedust,buttothatintheoriginaIpro-

･こIu'ct.andthedus'tsmadeofhighyproduct

lslesseflcctivcthanthaLmadeoElowγ -
productattherat)geof0.7-1.5% ofγ-con-

centrati6n.

Determinationofタ,p'-DDTinDDTEmtlls)Ion(Stll朋esontheI)etermination･of_

DDT,ⅠⅠⅠ).MasayukiH心îD̂,TakenostlkeTAlmNO,MinoruOIINO(Tai,eiLabo;atory,

InstituteforChcmiealR甲earCh,KyotoUniversity)ReceivedFeb･28‥1952･Botyu:
KagoklL.17,,27,1952(WithEnglishResurni31)

6 DDT 乳剤中の t,,t･'-DDT の定畳について (DDTの定量に関する研究 _第 3報)辛

沢ユ1昌之,市野拭之il)).大野 稔 (京都大学 化学研究所 武居研究亀)27･2･28受和

DDT 原末及び架剤rPの 9,1･'-DDT の定温に関

しては既に約1報1)に於て節米.茄2胡わに於て液剤

(石油剤)について報nH-･したが,本鞘に於てはDDT乳

刷り･Q)A,♪′-DDT の定丘状にちいて胡Ll]'･するoき

きに佐燕等B)は DDT 乳剤-flの全 DDT 安正法

につい官報}&･したが,条 7)DT の定丑のみでは不充

分で和動成分 L･,L･'-I)DTの定故が必要であ 部は衆
知の通りである｡我々は DDT乳剤巾の1,,I)'･I)DT
が以下に示す様な方法で容易にtLつ可成E)正純に定立

Lu来る却がを知ったのでこ にゝ報告する｡

我々の行った定五tI左は節1報の原米の場合に畔壬唱し

て-億条作･で脱塩敬反応を抱きしめて,'迩離した Cl

イオソを Yolhard法に依って定丑するのであるが,

光づ DDT 乳剤の組成を考へて見ると現在我国で市

販され使TTほ れて店るのは殆ど20%DDT 乳剤であ

,)その他の成分あ組成も･封遊金杜に伐って多少の柏堤

は見られるが何れも大同小鬼である｡即ちDDT20%

の外は n.･otorbenzene･Ⅹylene･solventnapht.71a
及び持脳池等を幣制と'して使用 し 更 に硫軟 化的
20-30%を乳化刑として用いている｡之等の物矧まD

DT＼以外は何れもアルカリに伐ってClイオ･/を故山

しないからこの点からは晩弧相反仁uT;を利川する定丑法

が可問と考へられる｡又乳化札 酢剤呼の-I(･lEが定丑
を批 巧する-'lfも考へられるので.耽々はTfeLg･r/i!Iut状と
分t/'此rLi別状の-T-l･1luiを拭みた.田川,粥抵抗とは脱Jii機縁.
Yt-,捌.乳化剤の'llLlEのま fゝI(接Volhardlは･を砥川する

ものであり,分棚状とは晩地境f乳 cthcr符の細川群
剤を加へて約m.乳化剤を的ll扮脚色したのちVolhard

本研究を行ふに等tl終触榊恐切な榊相称を賜った穴

E･放伐に厚 く桝だ川1上げる｡

法を迅川するものである｡

之̀等の両定轡 を P･P'-DDT･ o･P'-DDT両者
の純晶混合によち20%DDT乳軌 及び数柾の原米

を川いて調犯した 20%DDT乳剤について検討した･

wr.何れ'の場合も可成LJ満足すべき結果を得た｡従っ

て乳化軌 f(LrL評判ま虹技淀n状の際に滴定路点の判定

をや Lply.･唯ならしめるti.･雌C･大した妨鞄 まなく丁 何れ
の定五紙 に依ってもti拙 可階 ctある軸 胡 らがとなつ,

た｡叉分郎'jE赴法の際に川いろ抽出軒別を検討した結

果 etherが故も池当で石的ペソヂ ソにでも代用出来

る粥を知った｡史に乳剤組成の彫矧 こついても枚討す･

る23,DDT乳刑を',粥出すろ布牝にそのf･ll成を間食せ
た結果を参考としてF-1-all:米につき4位の組成の卦とっ

た 2020/DDT乳剤を耶JTij!し,弼LJtt立法を遇mLた処,
この程皮の組成ゐ相違は定立に何らの影皆も及ぼさば

い部を知った｡;

′~ .実 験

). 英 検 由 料

木突放に位mした粥川 ま次の様なものであるO
'･2,,1･'･Dr)T:mplU6JJ-107.T10(tlnCOr.)
0,I,I-T)'DT:mp7･7-740(uncor･)
DDTI,q(末:悦米国戎及び米田判.V.6位**
乳化剤 (硫鞭化Wt2f･Ti),汀捌 くrnotor.benzel】e,

･ylfnC,SOIventnaphtha,蜘項的):通常JDDT
乳翻LifiB造に用いられる工黙契晶o*~*

rncthanol,､ether,石的べyヂ､ソ;l''er)Z'ene:試薬
∵級品を朽蒸潤したもの.

耽塩酸反応用及びVolhard忘…丑m試薬は第 1抑 こ

井本報丈の要旨は1952年2月23日第88回 日本良萎
イヒ串骨関西支部例骨に'於て発表した.

**之等S:御分諮下さった各社の御厚意に厚 く御超申上

げる｡
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